
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 公共施設等の拠点回収は，引き続き実施します。 

※ 集団資源回収活動（補助金制度）も引き続きご利

用できます。（紙類の日にごみステーションを活用

して資源回収活動をすることも可能です。） 

それぞれを紐で束ね，指定された「紙類」の日に， 
ごみステーションへ出してください。 
油などで汚れているものは，「燃やせるごみ」の日に
出してください。 

毎月 1 回目の「不燃（破砕）ごみ」の日が 

「紙類」の日に，変更になります。 

・使用済乾電池とは，別の袋に入れてください。 

・セロハンテープ等で絶縁してください。 

・簡単に製品から取り外せるもののみが対象です。 

リチウム 
イオン電池 

ニッケル 
水素電池 

ニカド 
電池 

電話の充電池 携帯電話の充電パック 

電動ドライバーの充電池 モバイルバッテリー 自転車の充電池 

など 

※沼隈町，内海町については，これまでどおりです。 

（走島町を除く。） 

年４回の「燃やせる粗大ごみ」の日 
に収集します。 

北部環境センター （084）976-8809 

東部環境センター （084）940-2573 

【お問い合わせ先】 

廃棄物対策課  

南部環境センター 

西部環境センター 

（084）928-1073  

（084）954-2125  

（084）930-0411 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ごみの収集日は，住んでいる地域によって

異なります。家庭ごみ収集日程表をご確認

ください。 

 Ｑ２ ⽜乳パックは対象外︖ 
A２ はい。対象外です。 

⽜乳パックや菓子箱などの雑紙は，
各環境センター等が実施する拠点回
収などをご利⽤ください。 

Ｑ３ 新聞・雑誌・段ボールは，燃やせる
ごみの日には出せないの︖ 

Ａ３ はい。出すことはできません。 
紙類の資源化にご協⼒ください。 

 

Ｑ２ 取り外しができない場合はどうするの︖ 
Ａ２ 簡単に取り外すことができないものは，対

象外です。これまでと同じ⽅法で処理して
ください。 

【例】 
・電気シェーバー 
・電動⻭ブラシ 
・加熱式・電子たばこ など 

 
・ポータブル電源 
※AC100V を備えた電源 

 

 

 Ｑ４ 地域の集団資源回収はどうなるの︖
の︖ Ａ４  資源回収補助制度は継続します。 

また，紙類の日にごみステーション
に出された紙類を地域で回収した場
合も，資源回収補助制度の対象とな
ります。 
※詳しくは，廃棄物対策課へお問い

合わせください。 

 Ｑ１ なぜ，充電式電池を新たに回収するの︖ 

Ａ１ 充電式電池が原因と思われる火災が全国の
ごみ処理施設や収集⾞両で頻発しています。 

  火災が起きれば，ごみの収集や処理に⽀障が 
出るため，分別のご協⼒をお願いします。 

 Ｑ４ 充電式電池は，どこに持ちこめるの︖ 

Ａ４ クリーンセンターや処理施設，各環境セン
ターへも持ち込むことができます。 

   また，引き続き，JBRC 加盟の家電量販店等 
   の回収もご利⽤ください。 

 Ｑ３ 鉛を含むバッテリーは対象外︖ 

Ａ３ はい。⾃動⾞バッテリーなどの鉛を含むバ
ッテリーは，対象外です。 

         この３つのマークのいずれ
かが記載されているものが
対象です。 

 Ｑ１ なぜ，紙類の日を設けるの︖ 
Ａ１ 燃やせるごみとして出される紙ごみ

の資源化を図ります。 
ごみの減量化とリサイクルの更なる
推進を目的に実施します。 


